
出典：第1285回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合（2024年10月8日）資料1-3から抜粋、一部加筆

乾式貯蔵施設の外観

（１）申請の概要
使用済燃料乾式貯蔵施設を新たに設置する。

16年以上冷却した使用済燃料（15×15型集合体）を乾式貯蔵容器（１基当たり21体）に収納。
乾式貯蔵容器は輸送・貯蔵兼用キャスク※を使用。基礎等に固定せず、貯蔵用緩衝体を装着して設置。
地盤の変位・変形等が生じた場合でも、乾式貯蔵容器の安全機能が損なわれないよう設計する。
遮蔽機能を有し給排気口を設けた鉄筋コンクリート造の格納設備に１基ずつ格納し、最大で10基を配置。
想定される積雪・降灰によっても給排気口が閉塞しないよう設計する。

申請の概要及び主な審査内容

※ 乾式貯蔵容器の設置方法や施設の設計方針は、令和7年5月28日に許可した高浜と同様。
ただし、美浜では既設のクレーンの吊上荷重に収まるように軽量化した、型式証明を受けていない兼用キャスクを用いる。

※ 申請者は、乾式貯蔵容器の設計が外運搬規則第６条及び第１１条に定める技術上の基準（容器に係るものに限る。）に適合するものであることについて
あらかじめ核燃料輸送物設計承認を受けた乾式キャスクを用いる方針としている。

乾式貯蔵容器の構造

美浜（本申請）高浜（既許可）項目
無有

MSF-24P(S)型
型式証明

同左・基礎等に固定しない
・貯蔵用緩衝体を装着
・横置き

設置方法

・全長5.2m 以下
・外径2.4m 以下

・全長5.2m 以下
・外径2.6m 以下

寸法

106t 以下120t 以下全質量

15×1515×15、17×17収納燃料
21体24体収納体数
16年以上25年以上冷却年数

高浜（既許可）と美浜の違い※

令和7年度 第33回原子力規制委員会資料1抜粋
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審査方針※3に準じて、地盤の変位・変形等により乾式貯蔵容器の転倒・衝突等が生じた場合でも乾式貯蔵容器の
安全機能が損なわれないよう設計する方針であることを確認した。

地盤の変位・変形等による
転倒・衝突

（２）地盤の変位・変形等による損傷の防止（第３条関係）

基礎等に固定せず、かつ、貯蔵用緩衝体を装着して設置し、地盤の変位・変形等により乾式貯蔵容器の転倒・衝
突等が生じた場合でも、乾式貯蔵容器の安全機能が損なわれないよう設計する。

転倒・衝突と同時に告示地震力※１が作用した場合でも、貯蔵用緩衝体が脱落せず、かつ、乾式貯蔵容器に生
ずる応力等が許容限界※2を超えないよう貯蔵用緩衝体を設計する。
地盤の変位・変形等の不確かさを踏まえ、次の２つの事象が重畳して発生した場合でも、周辺公衆の受ける実
効線量が線量限度(年間で1mSv)を超えないよう瓦礫の除去や放水等の応急復旧対策を用意する。

① 乾式貯蔵容器が損傷し、かつ、使用済燃料も損傷して、外部に放射線及び放射性物質が漏えいする事象
② 格納設備の全ての給排気口が完全に閉塞し、乾式貯蔵容器の除熱が阻害される事象

＜主な審査内容＞

2.0m/s

2.0m/s

乾式貯蔵容器同士が対向衝突した場合 格納設備の天井が落下した場合

（応急復旧対策の例）

重機による瓦礫の除去

※３令和6年度第60回原子力規制委員会 資料2

出典：第1343回原子力発電所
の新規制基準適合性に係る審
査会合（2025年6月26日）資料
1-1及び1-4から抜粋、一部加筆

※1 既許可サイトにおける評価値や国内の観測例を包絡し大きな保守性を有するものとして、告示により全国一律で定められた静的地震力（加速度：水平2,300gal、鉛直1,600gal、
速度：水平2m/s、鉛直1.4m/s）

※2 閉じ込め機能を担保する密封境界部がおおむね弾性状態にとどまるとともに、臨界防止機能を担保するバスケットプレートが弾性状態にとどまるよう設計する。また、これら以外
の安全機能を担保する部位は、塑性ひずみが生じる場合であっても破断延性限界に対して十分な余裕を有するものとなるよう設計する。

消防ポンプ車による放水※図中の赤矢印（ ）は告示地震力の作用

2.0m/s

1.4m/s

2.0m/s

1.4m/s

乾式貯蔵容器が軸方向に転倒した場合
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（３）地震による損傷の防止（第４条関係）

〇乾式貯蔵容器は基礎等に固定せず、かつ、貯蔵用緩衝体を装着して設置する。また、乾式貯蔵容器は、貯蔵用
緩衝体の重量を加味した自重その他の荷重と告示地震力を組み合わせた荷重条件に対して、乾式貯蔵容器の安
全機能を損なわないよう設計する。

〇貯蔵用緩衝体は、告示地震力に対して乾式貯蔵容器から脱落せず、かつ、緩衝機能を損なわないよう設計する。
〇格納設備その他の周辺施設は、既許可の耐震設計方針（Cクラス）に基づき設計する。
〇乾式貯蔵容器は、周辺施設等からの波及的影響によって安全機能を損なわないよう設計する。

＜主な審査内容＞

〇乾式貯蔵容器は基礎等に固定せず、かつ、貯蔵用緩衝体を装着して設置し、自重その他の荷重と告示地震力に
対してその安全機能を損なうおそれがないよう設計する方針であることを確認した。

〇貯蔵用緩衝体は、告示地震力に対して乾式貯蔵容器から脱落せず、かつ、緩衝機能を損なわない設計とするほ
か、周辺施設は既許可の耐震設計方針（Cクラス）に基づき設計することを確認した。

〇乾式貯蔵容器は、告示地震力又は基準地震動を適用して実施した周辺施設等からの波及的影響評価に基づき、
安全機能が損なわれないよう設計する方針であることを確認した。

【耐震設計方針】

- 3 -



〔 〕は発生時刻（秒）

：すべり安全率の最小値：想定すべり面

（ ）は地盤物性のばらつきを考慮したすべり安全率

※1 最小すべり安全率は最小値を示す基準地震動、発生時刻における値を記載。

1 Ss-3

1.7
〔10.18〕

(1.4)

CL級岩盤内のすべり

すべり面
番号

すべり面形状 基準地震動
最小すべり
安全率

3 Ss-1(+,+)
1.9

〔24.38〕

CM級岩盤内のすべり

2 Ss-3
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帯

原子炉補助建屋

3.8
〔10.18〕

(1.4)※2

Ss-15

7.9
〔9.56〕

(6.6)
Ss-5

9.0
〔9.56〕

(6.3)
Ss-5

CL級岩盤内のすべり

CM級岩盤内のすべり

D級岩盤内のすべり

※1

※2 すべり面番号１において、地盤物性のばらつきを考慮した－σ強度の最小すべり安全率が平
均強度の最小すべり安全率より大きく下がっている要因は、D級岩盤内の想定すべり面が通過す
る要素に引張応力が発生しており、破壊判定の基準に基づくと直応力が圧縮であるため、残留強
度を用いることになり、その残留強度の-σ強度の値が非常に小さいことによる。

（３）地震による損傷の防止（第４条関係）

○地震による損傷の防止（第４条関係）
兼用キャスクは、地震の発生によって生ずるおそれがある斜面の崩壊に対して安全機能が損なわれるおそれがないものでなければならない。

【確認結果】兼用キャスクは、地震の発生によって生ずるおそれがある斜面の崩壊に対して安全機能が損なわれるおそれがないことを次のとおり確認した。
○西側斜面は、切土による敷地造成を行い、斜面法尻から使用済燃料貯蔵容器を設置する施設まで十分な離隔距離を確保していること
○南西側斜面は、堆積物の除去を目的とした切土による敷地造成を行い、評価を代表する斜面について動的解析を実施した結果、最小すべり安全率は3.8
（せん断強度のばらつきを考慮した場合は1.4）であり、評価基準値（1.2）を上回ること

出典：審査取りまとめ資料より抜粋・加筆〈https://www.da.nra.go.jp/detail/NRA100012845〉

動的解析による評価の対象となる斜面の選定
３－３’断面の評価結果簡便法による最小すべり安全率の比較を行い評価を代表する斜面を選定

十分な離隔距離＊を確保

西側斜面（1-1’断面）

南西側斜面（2-2’断面、3-3’断面）

＊：原子力発電所の基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価技術：斜面高さの1.4倍
宅地防災マニュアルの解説：斜面高さの2.0倍

斜面高さ：約27ｍ

斜面との離隔距離：約41ｍ

【周辺斜面の安定性】
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（４）外部からの衝撃による損傷の防止（第６条関係）
＜竜巻による損傷の防止＞※1 ※1 外部火災については審査書P15、16に記載。

○竜巻防護施設として乾式貯蔵容器を、波及的影響を及ぼし得る施設として格納設備、貯蔵架台、構台※2を選定。
※2 既認可において竜巻の風圧力、気圧及び飛来物の衝突に対し、倒壊しない強度を有することを確認済み。

○告示竜巻※3を踏まえ100m/sの竜巻を設計竜巻として設定し、乾式貯蔵容器は竜巻による荷重（風圧力、気圧
差、飛来物の衝撃荷重）に対して安全機能が損なわれない設計とする。
※3 兼用キャスク告示第3条により全国一律で定められた竜巻（風速100m/s）

○衝突時の運動エネルギー又は貫通力が設計竜巻による飛来物（設計飛来物）よりも大きくなるものについて固
縛等の必要な飛来物発生防止対策を講ずる。

○格納設備及び貯蔵架台が倒壊し、落下又は倒壊したコンクリートパネルが設計飛来物とともに衝突した場合で
も、乾式貯蔵容器の安全機能を損なうことがないよう貯蔵用緩衝体を設計する。

○格納設備のコンクリートパネルは、設計飛来物の衝突による貫通及び裏面剥離を防止し、飛来物とならない設
計とする。

＜主な審査内容＞
乾式貯蔵容器の設計方針が兼用キャスク告示及び竜巻ガイドを踏まえたものであること、竜巻による設計荷重に
対して乾式貯蔵容器の安全機能が損なわれないこと、告示竜巻による乾式貯蔵容器の損傷を防止するための貯蔵
用緩衝体を装着すること、固縛等の必要な飛来物発生防止対策を講ずること等を確認した。

出典：第1343回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合（2025年6月26日）資料1-1から抜粋、一部加筆
図 竜巻による波及的影響

貯蔵架台の損傷

乾式キャスク
格納設備

格納設備の損傷

設計竜巻
告示により全国一律で定められた
風速100m/sの竜巻

設計飛来物
鋼製材： 135kg 、4.2m×0.3m×0.2m

速度：水平51m/s、鉛直34m/s
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（５）兼用キャスクの安全機能【臨界防止、遮蔽、除熱、閉じ込め】（第１６条関係）
〇臨界防止

乾式貯蔵容器は、バスケットにより燃料集合体が相互に近接しないようにするとともに、想定される最も厳し
い状態を仮定しても実効増倍率が0.95 以下となる設計とする。

〇遮蔽能力
使用済燃料から放出される放射線をガンマ線遮蔽材及び中性子遮蔽材により十分に遮蔽する設計とする。

〇崩壊熱の除去
自然冷却によって崩壊熱を外部に放出し、乾式貯蔵容器及び使用済燃料の温度を許容温度以下に維持できる設
計とする。
格納設備は、乾式貯蔵容器の除熱機能を阻害しない設計とする。

〇閉じ込め及び監視
乾式貯蔵容器本体、二重の蓋及びガスケットにより漏えいを防止し、容器本体内部を負圧に維持する設計とす
る。
蓋間圧力計により一次蓋と二次蓋との間の圧力を適切な頻度で監視する。

〇兼用キャスク及び緩衝体の経年変化
乾式貯蔵容器の安全機能を担保する部材及び緩衝体の主要な構成部材は、貯蔵期間中の温度、放射線等の環境
及びその環境下での腐食、クリープ、応力腐食割れ等の経年劣化に対して十分な信頼性のある材料を選定し、
健全性を維持する設計とする。

＜主な審査内容＞

〇臨界防止、遮蔽能力、崩壊熱の除去、閉じ込め及び監視に係る設計方針が、解釈別記４の規定に適合している
ことを確認した。
〇乾式貯蔵容器の経年変化に係る設計方針が、解釈別記４の規定に適合していること、貯蔵用緩衝体に係る設計
方針において、設計貯蔵期間における経年変化による影響が考慮されていることを確認した。- 6 -



【「日本海中南部の海域活断層の長期評価（第一版）―近畿地域・北陸地域北方沖―」について（第４条、第５条関係）】

（６）既許可申請書許可日以降に公表された知見の反映について

（新知見の概要）
地震調査研究推進本部地震調査委員会が公表した「日本海中南部の海域活断層の長期評価（第一版）－近畿地域・北陸地域北方
沖―」（以下「地震調査委員会（2025）」という。）は、兵庫県北方沖～新潟県上越地方沖の海域活断層の位置・長さ・形状・
そこで発生する地震の規模等の評価について令和６年８月に公表したもののうち、上越地方沖を除く近畿地域北方沖～北陸地域
北方沖の海域を「日本海中南部」とし、長期評価を実施したものである。

＜審査結果の概要＞
○基準地震動については、地震調査委員会（2025）を踏まえ見直した海域活断層のうち、敷地に大きな影響を与えると予想される断層による地

震による地震動と既許可申請書の検討用地震による地震動との比較を行い、変更する必要がないことを確認した。
－美浜湾断層以外の断層の地震動の評価結果については、検討用地震による地震動の評価結果を下回ること
－美浜湾断層の地震動の評価結果については、検討用地震による地震動の評価結果と同等であったため、さらに詳細な地震動評価を行った

結果、既許可申請書の基準地震動の評価結果を下回ること
○基準津波については、地震調査委員会（2025）を踏まえ見直した海域活断層のうち、敷地に大きな影響を与えると予想される断層を波源とし

たパラメータスタディによる津波高さと既許可申請書の津波高さとの比較を行った結果、変更する必要がないことを確認した。

既許可申請書における津波高さとの比較

申請者は、地震調査委員会（2025）に示される海域活断層のうち、敷地から半径100㎞の敷地周辺海域に分布する20の断層を抽出
し、既許可申請書の評価及び既往文献と比較するとともに、基準地震動及び基準津波の変更の要否について確認した。

図中凡例等価震源
距離(km)※

マグニ
チュード断層名

68.67.5経ヶ岬北方断層
95.77.7FＪ4断層
54.07.7 FＧＡ3断層
60.67.3FＪ7断層
76.47.8 FＧ1断層
80.98.1 FＧ1~FＪ9断層
11.07.0美浜湾断層
36.57.1FＧＡ4西部断層
35.47.5Fo-201~FＧＡ4西部~FＧＡ4東部断層

■敷地に影響を及ぼすと考えられる地震（図中実線で記載）

■設置許可申請書に記載の検討用地震（図中破線で記載）

※地震発生層は設置許可申請書と同様に、上端深さ3km、下端深さ18kmと設定

図中凡例等価震源
距離(km) 

マグニ
チュード断層名

15.37.4甲楽城沖断層～浦底断層～池河内断層～
柳ヶ瀬山断層

10.66.9C断層
15.17.2三方断層
11.86.8白木－丹生断層
32.98.0

出典：第1345回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合（2025年7月4日）資料から抜粋・一部加筆
〈https://www.da.nra.go.jp/detail/NRA100011423〉
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答

ス
ペ

ク
ト

ル
（

cm
/s

）

周期（s）
既許可申請書における検討用地震による地震動との比較

3号炉放水口前最
大水位上昇量

1,2号炉放水口前最
大水位上昇量

3号炉取水口前
上縁
深さ

広域
応力場

傾斜角
すべり
量

ﾓｰﾒﾝﾄ
ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ

Mw

走向
【傾斜方向】

断層
長さ断層名

最大水位
下降量

最大水位
上昇量

(m)(m)(m)(m)(km)(°)(°)(m)(°)(km)
0.180.21-0.310.37

0.0 

90

602.88 7.16①229.73
【北西】

40経ヶ岬北方断層

0.490.30-0.470.50100
0.670.50-0.550.60110
0.720.58-0.570.66115
0.760.66-0.580.72

120 0.520.49-0.580.782.5
0.350.45-0.560.755.0
0.460.41-0.420.41

0.0 

90 

60 3.67 7.30

①225.98
②254.65
③243.87
④283.71
【北西】

51ＦＧＡ3断層
0.760.66-0.560.58100 
0.980.65-0.910.77110 
1.351.07-1.161.14120
0.380.34-0.430.48

0.0 

90 

60 4.327.40

①206.24②228.18
③244.16④227.32
⑤245.74⑥285.50
【北西】

60ＦＧ1断層 0.460.42-0.610.72100 
0.560.42-0.740.67110 
0.650.56-0.830.82120 
0.680.78-0.610.89

0.0 

90 

60 6.197.61 

①206.24②228.18
③244.16④227.32
⑤245.74⑥285.50⑦40.99
①～⑥【北西】⑦【南東】

86ＦＧ1～ＦＪ9断層 0.930.96-0.811.02100 
0.970.88-0.820.95110 
0.990.81-0.861.16120 
0.310.15-0.290.23

0.0 

90 

903.247.15 
①257.82
②223.72
【北】

39Fo-201～ＦＧＡ4西部～
ＦＧＡ4東部断層

0.600.32-0.320.26100 
0.710.37-0.370.33110 
0.740.39-0.380.37120 
1.020.45-0.970.68

0.0 

90 

601.446.76①346.27
【東】

19※美浜湾断層 0.910.40-0.870.55100 
0.660.26-0.680.40110 
0.280.29-0.340.34120 
1.511.94-1.031.780.0

90
①45②90
③～⑦45
⑧90

5.027.53
①3.91②324.36③358.11
④36.56⑤27.36⑥5.12
⑦305.16⑧317.82【東】

76安島岬沖～和布－干飯
崎沖～甲楽城断層

既往
評価

1.121.54-0.911.812.5

0.900.69-1.450.770.0100551.366.76①355.19②38.15③13.09
④350.89【東】18※Ｃ断層

2.151.65-0.851.310.090905.327.43①139.02②129.01
③110.50【西】

64
（津波評価上の長さ）

FO－A～FO－B
～熊川断層

【概略評価の結果】
最大水位上昇ケース

最大水位下降ケース

※断層長さが20km未満の場合は、断層評価長を20kmとして設定
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断層の凡例

地震本部（2025）

文献断層（既往文献）

既往評価

今回評価

断層モデル
（今回評価による）

当社評価

ＦＪ１断層

ＦＪ4断層

ＦＪf断層

Ｆｊe断層

ＦＪ7断層

Ｆｊa断層
ＦＪb断層

ＦＪc断層

ＦＪ9断層

ＦＪk断層

ＦＪj断層

ＦＧ1断層

ＦＧＡ4
東部断層

Ｃ断層

【「日本海中南部の海域活断層の長期評価（第一版）―近畿地域・北陸地域北方沖―」について（第４条、第５条関係）】

（６）既許可申請書許可日以降に公表された知見の反映について

図 地震本部(2025）を踏まえた敷地周辺海域活断層の評価

出典：事業者ヒアリング資料より抜粋・加筆〈https://www.da.nra.go.jp/detail/NRA100012128〉

美浜発電所

- 8 -



兼用キャスクを用いた原子力発電所内における乾式貯蔵施設の設置については、これまでに４件の設置変更許
可処分実績がある。
美浜発電所の乾式貯蔵容器の設置方法や施設の設計方針は、既許可の高浜発電所と同様。ただし、美浜発電所
では、型式証明を受けていない兼用キャスクを用いる。
型式証明を受けていない兼用キャスクを用いることに関しては、既許可の伊方発電所及び玄海原子力発電所と
同様。

既許可実績との比較（参考）

※１ 特定兼用キャスクとは、兼用キャスクであって、兼用キャスク告示で定める全国一律の地震力・津波・竜巻に対して
その安全機能を損なうおそれがないもの。

※２ 基準地震動による地震力に対して貯蔵建屋が損壊せず、兼用キャスクの安全機能を損なわない設計。

美浜発電所
（本申請）

高浜発電所/
女川原子力発電所

（既許可）

伊方発電所/
玄海原子力発電所

（既許可）

型式証明を受けていない
兼用キャスク

型式証明を受けた
特定兼用キャスク※１

型式証明を受けていない
兼用キャスク

使用済燃料
乾式貯蔵容器

同左・基礎等に固定しない
・貯蔵用緩衝体を装着
・横置き

・基礎等に固定する
・貯蔵用緩衝体なし
・縦置き

乾式貯蔵容器の
設置方法

同左告示地震力基準地震動（Ss）耐震設計に用いる
地震力

同左Cクラス設計
（ー）

Cクラス設計
（Ss機能維持※２）

貯蔵建屋等の
耐震性能
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